
問

今
ま
で
の
「
役
所
勤
め
」
と
違
う
と
こ
ろ
は
。

杉
田
副
校
長
（
以
下
「
新
副
校
長
」）

私
は
教
師
で
は
な
い
が
、
副
校
長
と
し
て
学
校
に
配
属

さ
れ
た
以
上
、「
生
徒
た
ち
を
色
々
な
意
味
で
指
導
す
る
」

と
い
う
目
線
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

問

生
徒
に
は
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
の
か
？

末
吉
副
校
長
（
以
下
「
副
校
長
」）

私
と
同
じ
く
「
杉
田
副
校
長
先
生
」
と
呼
ぶ
よ
う
生
徒

た
ち
に
は
指
導
し
て
い
く
。

問

生
徒
た
ち
と
接
す
る
部
分
は
増
え
る
？

副
校
長

子
ど
も
と
関
わ
る
の
が
好
き
だ
。
今
も
各
教

室
に
入
っ
て
授
業
を
見
て
回
っ
て
い
る
が
、
更
に
増
や

そ
う
と
思
う
。
学
校
の
課
題
解
決
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

問

杉
田
副
校
長
は
ど
う
か
。

新
副
校
長

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
大
人
と
関
わ
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
し
、
末
吉
副

校
長
が
生
徒
と
触
れ
合
う
時

間
を
多
く
す
る
た
め
に
私
は

こ
こ
に
配
属
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
で
も
生
徒
た
ち
に

顔
く
ら
い
は
覚
え
て
も
ら
い
た
い
（
笑
）。

問

副
校
長
同
士
の
情
報
共
有
は
。

両
副
校
長

今
は
（
新
副
校

長
か
ら
）
副
校
長
に
聞
く
一

方
だ
が
、
お
互
い
の
情
報
の

欠
落
は
生
徒
や
保
護
者
の
不

利
益
に
つ
な
が
る
。
定
例
的

に
で
は
な
い
が
、
常
に
会
話
を
交
わ
し
、
情
報
の
共
有

に
努
め
て
い
る
。

問

今
後
の
抱
負
を
。

新
副
校
長

私
が
来
た
こ
と
で
、
学
校
が
よ
り
良
く
な

り
、
そ
れ
が
生
徒
た
ち
に
効
果
と
し
て
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
。
そ
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
。

副
校
長

目
に
見
え
る
成
果
が
出
る
ま
で
に
は
多
少
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
改
革
の
種
を
蒔

い
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
学
校
支
援
本
部
の
方
々
や
保

護
者
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
生
徒
の
た
め
に
、

そ
し
て
和
田
中
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

■

学
校
に
教
育
改
革
の
種
を

和
田
中
学
校

■
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8月1日より、副校長二人制が井草中学校、和田中学校の2校でスタートしました。現在、副校長は教務指導（先生が生徒を教えることへ
の指導など）から学校施設の管理、地域との連携にいたるまで、膨大な量の業務に追われています。副校長二人制は、そんな副校長の業務
を分担し、現副校長が教務指導に集中できる環境づくりを目指します。新しい副校長は区で行政実務に携ってきた課長級職員。教員経験は
ありません。この制度を、井草中、和田中はどのように受け止め、どう活用するのか。夏休みが終わり、生徒たちがやってくる本格的なス
タートを前に、2校の副校長二人に話を聞きました。（2面に関連記事）

副校長二人制を聞く

問

今
の
心
境
は
。

小
林
副
校
長
（
以
下
「
新
副
校
長
」）

８
月
１
日
に
着
任
し
、
そ
の
当
日
に
町
会
長
な
ど
地

域
の
方
の
お
宅
を
五
十
件
ほ
ど
あ
い
さ
つ
に
回
っ
た
。

井
草
中
が
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
学
校
で
あ
る
こ
と

を
、
改
め
て
肌
で
感
じ
た
。問

橋
爪
副
校
長
と
は
ど
こ

が
違
う
の
か
。

新
副
校
長

橋
爪
副
校
長
は

生
徒
へ
の
教
育
に
係
る
管

理
・
監
督
を
行
う
。
私
は
、

行
政
の
実
務
者
と
し
て
学
校
事
務
の
管
理
や
地
域
と
学

校
の
橋
渡
し
役
な
ど
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

問

二
人
制
に
よ
る
業
務
の
分
担
に
よ
っ
て
生
徒
と
接

す
る
部
分
は
増
え
る
？

橋
爪
副
校
長
（
以
下
「
副
校
長
」）

二
人
制
に
よ
っ
て
で
き
た
時
間
を
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
、

生
徒
の
学
校
生
活
に
目
を
配
る
時
間
を
も
っ
と
増
や
し
、

課
題
の
解
決
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

問

副
校
長
同
士
の
情
報
共
有
は
？

両
副
校
長

毎
朝
８
時
か
ら
の
経
営
会
議
（
校
長
・
副

校
長
・
主
幹
の
打
ち
合
わ
せ
）
で
連
絡
調
整
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
席
は
隣
同
士
な
の
で
、
随
時
情
報
交
換

し
て
い
る
。

問

学
校
が
変
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
手
ご
た
え
は
？

両
副
校
長

生
徒
あ
っ
て
の
学
校
。
校
長
先
生
を
ト
ッ

プ
に
先
生
方
と
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い
学
校
に
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
や
区
役
所
と
の
パ
イ
プ
を

太
く
し
て
、
学
校
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。

問

二
学
期
か
ら
の
抱
負
を
。

新
副
校
長

学
校
は
生
徒
が
主
役
。
生
徒
が
楽
し
く
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

副
校
長

井
草
中
は
地
域
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
協
力

を
得
な
が
ら
教
育
を
進
め
て

い
る
。
二
人
制
に
よ
り
、
さ

ら
に
地
域
と
の
連
携
を
円
滑

に
行
い
、
生
徒
た
ち
に
豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
を
進
め
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
「
豊
か
な
心
」
を
育
て
て
い
き
た
い
。

■

地
域
と
と
も
に
進
め
て
い
く
教
育
の
充
実
を

井
草
中
学
校

■

末吉副校長

小林（新）副校長杉田（新）副校長

橋爪副校長

読
書
の
秋

一
冊
の
本
で

誰
に
で
も
会
え
る

ど
こ
に
で
も
行
け
る

〃 第４回　すぎなみ本の帯アイデア賞
～小・中学生の作品大募集～

読んで楽しかった本は誰かに薦めてみたくなるもの。そんなお気に入
りの本にかける「帯」広告を作って応募してください。用紙や筆記用具
の種類、字体、字数は自由。写真やイラストなどを入れてもOK！

【受付期間】10月1日（月）～10月15日（月） 【受付場所】中央図書館
【応募方法】応募用紙に必要事項を記入して、作品に添えて提出してくだ

さい。（応募は一人につき１点）
※応募用紙は各区立図書館にあります。
※応募は、学校で取りまとめて提出してもかまいません。

審査委員は、作家の清水義範さん、絵本作家の織茂恭子さん、コピー
ライターの松塚しのぶさん、児童書編集者の澤田精一さん。皆さんの自
信作を「本の専門家」が審査します。
入選者には、表彰状と副賞として図書カードを差し上げます。

高円寺図書館の休館と臨時窓口開設のお知らせ
大規模改修工事に伴い臨時休館しています。

【休館期間】平成20年2月29日（金）まで
皆様にはご不便をおかけしますが、休館中は臨時窓口を設

置して一部の図書館サービス業務を行います。

【臨時窓口】セシオン杉並1階（梅里1-22-32）
【開設期間】平成20年2月24日（日）まで
【取扱サービス】予約図書の貸出、杉並区立図書館資料

の返却、蔵書検索、利用登録
【開設時間】午前9時から午後8時まで

（日曜・祝日は午後5時まで）
【休館日】9月29日、毎月第2･3･4木曜日及び第2木曜日

の前日、12月28日～1月4日　

【お問合せ】中央図書館　 3391-5754

高円寺図書館臨時窓口　 3316-2421

〃



全体 １年 ２年 ３年
国語 教科全体 70.5 64.4 68.5 78.6

関心･意欲･態度 55.3 61.1 57.7 47.0
聞く力 75.7 75.4 82.8 68.9
書く力 51.9 70.8 62.5 22.5
読む力 59.9 57.1 63.9 58.8
言語 72.8 67.8 63.7 87.0

数学 教科全体 68.7 66.6 70.1 69.3
関心･意欲･態度 65.6 71.0 70.5 55.4
数学的考え方 61.6 49.3 72.1 63.3
表現処理 73.6 72.5 69.4 78.9
知識理解 63.5 70.7 68.8 51.0

英語 教科全体 70.4 76.2 66.5 68.6
関心･意欲･態度 61.6 71.5 44.1 69.2
表現 63.4 71.5 47.2 71.4
理解 71.0 76.5 73.1 63.4
言語 70.8 71.7 71.0 69.6

全体 ３年 ４年 ５年 ６年
国語 教科全体 71.1 68.4 80.4 79.4 56.3

関心･意欲･態度 34.2 20.9 36.3 42.9 36.6
聞く力 83.5 73.7 94.7 87.3 78.1
書く力 44.0 37.8 58.8 42.9 36.6
読む力 65.6 71.1 76.3 78.6 36.3
言語 76.9 62.0 83.6 79.4 82.6

算数 教科全体 70.7 65.3 73.5 75.6 68.2
関心･意欲･態度 57.6 47.6 49.6 67.2 66.0
数学的考え方 66.7 55.6 63.3 85.3 62.4
表現処理 69.2 69.9 73.0 67.6 66.3
知識理解 79.0 77.6 80.7 81.8 75.8

【表２】中学校達成率（％）

【表１】小学校達成率（％）

日本フルブライトメモリアル基金（※）の米国教育者招聘プログラムで、全米の各州
から選抜された教員など19名が、三谷小学校と向陽中学校を訪問しました。
6月19日は三谷小学校。子どもたちが独楽・あやとり・羽根つき・けん玉・歌遊び
など日本の伝承遊びを披露し、アメリカ人教員も子どもたちと輪になってゲームを楽
しむなど、あっという間に時間が過ぎていきました。当日は、学校運営協議会委員や
保護者の方々が通訳ボランティアとして参加、「地域に根ざした三谷」の力が発揮さ
れました。
翌20日は向陽中学校を訪問。授業見学を行った後、給食・休み時間を生徒たちと英
語を交えた楽しいおしゃべりで過ごしました。
今回、日本の教育現場の視察を目的としてやってきたアメリカ人教員訪問団ですが、
その持ち前の明るさで三谷小・向陽中の子どもたちに異文化体験・国際交流という素
敵なプレゼントを置いていってくれました。
※日米の教育交流を目的に、日本政府の拠出金により日米教育委員会（フルブライト）が運営する基金。
米国教育者招聘プログラムは同基金により行う3つのプログラムの一つです。

今回の調査報告書は、全文を区のホームページに掲載していま
すので、ご覧ください。
問合せ先　済美教育センター　 3311－0021

【調査結果を生かした学校での取組みの例】
大宮中学校では、今までの調査結果を踏まえ、「読む力」「書く力」を育成

するための様々な取組みを行っています。

「読む力」の育成については、朝読書の実施や読書記録の継続のほか、教師

が授業の中で読書紹介をし、図書室を毎日開いて利用人数を増やしています。

「書く力」の育成については、授業の中で書く場面を多く取り入れたり、

書く意欲を育てるために、友だちの書いた文章に対して自分の意見を書いた

りする学習に取組んでいます。

また、教科だけでなく、全校体制での読書指導や読書活動における保護者

との連携、生徒間の良好な人間関係作りなどにも力を入れることにより、学

力の向上を図っています。

すぎなみ 教　育　報 （第186号）－　－ 平成19年 9 月28日2

国際交流のつどい 帰国子女や外国籍の子どもたちが、日本語の読み書きができなかったり、日本語での授業に不安がある場合、通
っている学校に講師を派遣して、日本語の指導（訪問指導）を行っています。19年度は、中国、韓国、オーストラリア等、さまざま
な国から来た子どもたちが指導を受けています。その成果を発表する会を開催しますので、ぜひご来場ください。
日時：10月27日（土）午前10時～正午　会場：杉並第四小学校体育館（高円寺北2-14-13）内容：海外で過ごした小・中学生の発表、
ハロウィンのアトラクション、バルーンアートほか　申し込み・問合せ：済美教育センター　 3311－0021

副校長はどんな仕事をしているの？

インタビューでも聞いているんだけど、一番短い言い方をするなら「学校

に関する全てのこと」になる。教務指導・生活指導・3年生の進路・先生のこ

と・部活動のこと・学校の安全管理・学校施設の見回りと改修などのこと・

PTAのこと・地域とのつながりのこと・学校の事務……何しろ多い。学校は

24時間体制だとも言っていた。

新しく来た副校長は何をするの？

基本的には、「生徒と先生に関すること」以外のことになる。学校の事務・

学校施設の管理・学校開放・給食のこと・地域との関わりなどだね。でも単

純に分けることはできないんだ。今挙げた仕事だって、結局は生徒と先生に

関係してくるはずなんだし。だから井草中も和田中も、大まかな役割分担は

しているけど、二人でよく話し合って決めていっているようだよ。

Hi, kids！

学力向上を目指した授業改善が進んでいます
～平成18年度の杉並区学力等調査結果がまとまりました～

【意識・実態調査】
意識・実態調査は、学習・生活についてのアンケート調査を実施し、その

傾向を分析します。アンケート項目の分析は「学習時間」「読書冊数」「自己
の安定感（「人の気持ちを分かろうとしている」や「自分と違う意見も大事に
している」など）」「学力向上のベース（「勉強していて、おもしろい、楽しい
と思うことがある」など）」「学力向上への態度（「分からないことは質問した
り調べたりしようとしている」など）」という「領域」に分けられており、ま
た学力調査と意識・実態調査での読書冊数の関連なども分析します。

小学校では、前年度と比較すると「自己の安定感」「学力向上への態度」「学
力向上のベース」全ての領域で上昇しました。特に「自己の安定感」の領域で
「自分とちがう意見も大事にしている」が大きく上昇しています。
中学校では、前年度と比較すると「学力向上のベース」の領域で、「勉強して

身に付けた知識は、いずれ仕事や生活の中で役に立つと思う」が低下したもの
の、ほとんどの領域で上昇しています。

ア
メ
リ
カ
人
教
員
が

区
立
学
校
を
訪
問

【学力調査】
学力調査は、それぞれの教科における基礎的な学習事項が定着しているかを調

べるものです。

各教科のいくつかの「観点」（「関心・意欲・態度」など）に対し、評価の基準

として「目標としている学力が身についている児童・生徒であれば到達できるで

あろう」という「目標値」を設定しており、それに到達した子どもたちの、全調

査人数に対する割合が下表の達成率です。



あなたの仕事経験を、みんなの学習素材に再編集！

ただいま参加者募集中！！
今年度車座委員会が取り組む“実験的”講座。それが『社会科外伝
～一人ひとりの体験を活かして作る社会科副読本』です。
食料生産や環境、工業や運輸、くらしと情報などを学ぶ小学５年の学

習を具体的なイメージとして持ちながら、参加者が経験から得てきた

貴重な知識や技術を出発点に、地域の（子どもたちの）求めに応じて

再編集していく力を磨いていこう、発信していこう、というものです。

「次世代のために何かできないか」、「長年培ってきた技術
を身近な場で役立てたい」など、集まったみなさんの想いから
はじまる講座です。詳細は、広報すぎなみ９月21日号や区ホームペ

ージをご覧ください。

「何でも」「誰でも」車座になって
さて、平成13年度に設置され、「子どもの問題は大人の問題
でもある」など
を活動の柱に、区

民参画と協働を推

進し、さまざまな

大人の学習機会を

作り出してきた車

座委員会。委員も

職員もまさに車座になって自由に意見交換しています。また、課題別

にチームをつくり活発に実践とふりかえりを行なっています。定例委

員会は毎月第四水曜日夜６時30分からセシオン杉並、公開開
催です。委員の公募も毎年行なっています。ぜひ一度のぞ
いてみてください。

楽しく開催中！～家庭学級～
西荻地域区民センター

の和室に足を運ぶと、楽
しい音楽とにぎやか
な歌声が。その日は親子
で参加できるリズム遊び
「ぷちまっとの会」が催さ
れていました。

この講座は特定非営利活動法人子ども文化NPO M・A・Tが主催し、
１歳から３歳までの子どもと親が、肩の力を抜いてふれあう場
をつくるのを目的に開催しています。今回のリズムあそびのほか、
人形劇、パントマイム、パネルシアター、手あそび等を行っています。
講師であるミュージックラボ・ぴゅあの野村さんが「さあ、次は海
に行くよ～。みんなは舟に乗っています。指定席は、お母さんのおひ
ざの上。波がきた～。」と声をかけると、子どもたちは「きゃ～」と
言って、次から次へと出てくる歌とともに広がる想像の世界、テンポ
良く切り替わる歌と遊びに大喜び。
参加しているお母さんも、「普段『親子で』ということが少ないの

で、意識的にふれあいの機会をつくりました」「昨年も参加して、今
年はお友達と一緒に参加しました」と楽しそうに話していました。

家庭学級を開催しませんか？

小・中学校PTAや自主グループ等が、お料理教室、親子ヨガ体験、
リフレッシュメイクアップ講座など、「家庭学級」を利用して講座を
開催しています。ぜひ皆さんも取り組んでみませんか？
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地
域
運
営
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
学
校
運
営
協
議

会
を
通
じ
て
、
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持

っ
て
学
校
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
に
開
か
れ
、
地
域
に
支
え
ら
れ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
自
分
達
に
と
っ
て
最
も
身
近
で

関
心
が
高
い
「
学
校
」
で
行
わ
れ
る
「
教

育
」
や
「
子
ど
も
」
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
責

任
を
果
た
す
」
と
い
う
分
権
・
自
治
の
考

え
を
現
実
的
・
具
体
的
な
も
の
に
し
て
い

く
仕
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
学
校
は
「
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
」
や
「
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

な
ど
地
域
の
方
々
の
多
様
な
支
援
を
得
て
、

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
運
営
学
校
は
こ
う
し
た
関
係
を
さ
ら

に
拡
大
・
組
織
化
し
、
学
校
外
の
人
材
の

教
育
活
動
へ
の
参
画
を
一
層
促
す
と
と
も

に
、
法
に
定
め
ら
れ
た
制
度
と
し
て
保
障

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
支

援
者
」
と
い
う
補
助
的
・
補
完
的
な
立
場

か
ら
、
責
任
と
権
限
を
共
有
す
る
「
当
事

者
」
へ
と
昇
華
さ
せ
、
学
校
の
経
営
力
・

教
育
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取

り
組
み
は
、

教
職
員
、

児
童
・
生

徒
、
保
護

者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
「
内
輪

の
関
係
」
を
、
地
域
の
人
材
や
外
部
機
関

の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

様
な
立
場
の
人
が
混
在
す
る
「
開
か
れ
た

関
係
」
へ
と
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
長
く
馴
染
ん
で
き

た
学
校
の
風
景
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に

な
り
、
受
け
入
れ
る
に
は
不
安
や
抵
抗
も

大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

杉
並
区
で
は
「
学
校
支
援
本
部
」
の
設

置
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
名
前

の
と
お
り
「
学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
す

る
組
織
」
で
あ
り
、
地
域
運
営
学
校
の
準

備
段
階
（
前
身
）
的
な
も
の
と
も
い
え
ま

す
。
様
々
な
学
校
支
援
の
取
り
組
み
を
通

し
て
「
新
し
い
学
校
の
仕
組
み
」
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
地
域
運
営
学
校
へ
と
育

て
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
の
限
界
を
乗
り
越
え
、
教
育
の
新
た

な
展
開
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」。
５
人
の
教
育
委
員
が
意
見
を
発
信
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
教
育
委
員
か
ら
の
発
信
」
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
郵
送
、
ま
た
は
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
生
活
ガ
イ
ド
」→

「
子
供
、
教
育
」

→

「
教
育
委
員
か
ら
の
発
信
」）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
支
援
者
」
か
ら
「
当
事
者
」
へ
　

教
育
長
　
井
出

安
隆 生 
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第3回体力づくり教室を開催します 児童・生徒の体力向上を図るための体力づくり教室です。第３回は、早稲田クラ
ブ指導者によるラグビー教室を行います。 日時：11月10日（土）午前10時～正午（9時45分集合） 会場：和泉小学
校校庭（雨天時は体育館） 対象：小学校4年生～中学校1年生　費用：無料　申し込み：各学校に「体力づくり教室の開
催のお知らせ」を配布しますので、学校を通じてお申し込みください。 問合せ：済美教育センター　 3311－0021

PTA広報紙が元気です。第18回東京都小学校PTA
協議会広報紙コンクールで最優秀賞を受賞した杉並
第五小学校の「すぎご」は、おやじの会の記事や、
父親の役割に関するアンケート結果を交えるなど、
企画の素晴らしさや、斬新なレイアウトが評価され
ました。また、第29回全国小・中学校PTA広報紙

コンクール企画賞他を受賞した高井戸第三小学校の
「たかさん」は、校長や地域の方へのインタビュー
など積極的な取材や、別冊を作るほどのボリューム
のある特集記事により、「広報紙」の枠を越えた多
彩さを備えています。中味充実のPTA広報紙、手に
とってみませんか？

問合せはいずれも社会教育センターへ　 3317-6621

区役所
いつでも電話サービス

読読んんででみみててくくだだささいい～～PPTTAA広広報報紙紙のの魅魅力力～～

「たかさん」
「すぎご」



学校で

「親
おや

児
じ

」と「GP」から子どもたちへ最高の贈り物
～和泉グリーンキャンプ、グリーンコンサート～

和泉小学校
和泉親児の会主催の「和泉グリーンキャンプ」は今年が

2回目。5つの班の子どもたちが、校庭で野外生活をしま

す。こんなことができるのも、和泉グリーンプロジェクト

（GP）の皆さんや、学校・地域に大切に育てられている芝

生があるから。ごろんと寝そべったり、裸足で駆け回った

りできるのが魅力ですが、みんなで作ったカレーの熱い鍋

は直に置かないなど、「いずみっ子」は芝生への心配りも

忘れません。

体育館の向こうに日が沈み、ペットボトル製の灯ろうに

火が灯ると、いよいよ和泉グリーンコンサートの開幕。観客は思い思いに芝生に

座り、英語授業のサポーターで、プロギタリストでもあるマーティン先

生が奏でる優しい調べに耳を傾けていました。コンサートの後、子ども

たちは芝生の上で一泊。テント設営やカレー作りを一緒にやり遂げた仲

間との一夜は、最高の夏の思い出となったことでしょう。（8/25）

【教育委員会開催状況】

定 例 会 5回 臨 時 会 1回

議 　 案 30件 報告事項 17件

【主な案件】

◎は審議、○は報告事項

◎「杉並区立小中学校第一次適正配置計画素案（中学校の統合）」の策定について

◎杉並区立杉並第五小学校及び杉並区立若杉小学校の廃止と杉並区立天沼小学校の設

置について

◎学校教育法第107条教科用図書の採択について

○小中学校適正配置のための再編構想

○副校長二人制の実施について

○平成19年度杉並区立小・中学校教育課程の分析

○改修工事に伴う高円寺図書館休館及び臨時窓口の設置について

○「エコスクール化検討懇談会（第二次）」の設置について

○杉並区中学校対抗駅伝大会2007の概要について

○平成19年度学校希望制度の実施について

○平成18年度学力等調査の結果概要について

○（仮称）杉並区立西荻地域図書館の名称及び運営委託団体選定結果等について
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今の校舎の記念に夕涼み会を行いました！
松溪中学校

ボランティア部と近所のペンキ屋さん
中瀬中学校

「おっ、上手だねえ。」見知らぬおじさんが僕らに話しかけてきた。僕ら

はボランティア部。日々学校の美化・清掃等に励んでいる。今日は校長先

生と学校東側の壁のペンキ塗りをやっていたところだ。5月頃から壁の掃除

をし、壁の向かいにある家の人たちとどんな色がいいかを話し合い、夏休

みに入ったばかりの2週間、汗まみれになってペンキを塗るという一大プロ

ジェクトだ。おじさんは秋山さんといい、近所でペンキ屋をやっている。

塗装のプロだ。秋山さんは自

分の仕事だってあるのに、塗

装のやり方指導から、仕上げ

の手伝いまで付き合ってくれ

た。秋山さんの友だちの桜井

さんもやって来て、ひびの入

った部分に目地を入れてくれ

た。そしてついに完成。僕ら

と、秋山さんと、桜井さん。

みんなできれいにした壁だ。

響きあう ～どじょっこ合唱団とのジョイントコンサート～
四宮小学校

いつもより少しだけおめかしをした日尾先生のピアノ伴奏が始まり、それに重ねる

ように子どもたちが穏やかに「海」を歌いだす…四宮小合唱団ミニコンサートの開演

です。4年生から6年生まで140名あまり、歌の大好きな子どもたちが集うこの合唱

団は、毎年6月に新メンバーで活動を始め、年度末に集大成としての発表会を開催し

ます。今日はその中間発表というところですが、歌と真摯に向かい合う、その初々し

さが聞きどころ。子どもたちに加え、今回

は全国の学校などで合唱の魅力を伝えてい

る国立音楽大学どじょっこ合唱団も参加し

ています。子どもたちは「どじょっこ」の

技術・表現力を学ぶ一方、「どじょっこ」

は子どもたちの歌から「元気」をもらいま

す。最後は合同合唱による「翼をください」

で幕を閉じましたが、更なる高みを目指す

子どもたちの挑戦はこれからです。（9/8）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は

中
央
図
書
館
　

３
３
９
１
―

５
７
５
４
へ

インド音楽の調べと楽器の魅力
「日印交流年（※）」の今年、インド古典楽器のバーンスリー、

タブラ、タンブーラなどによる生演奏を楽しむ会を催します。また、
珍しい楽器に触れたり、インドについての興味深い話を聞いたり、
インドの音楽や楽器などの魅力をお伝えします。会場にはインドの
音楽や暮らしに関する本、民話の絵本や読み物を展示します。
※日印文化協力協定50周年を記念して、「日本におけるインド年」と位置

づけています。

【日時】10月6日（土）午後2時～4時
【会場】中央図書館　地下　視聴覚ホール
【出演】寺原太郎（バーンスリー（インドの竹笛）奏者）ほか
【定員】50名　【費用】無料
【申込】10月1日より電話で受け付けます。（先着順となります。）

知の散歩道
『文学と恋～「源氏物語」から与謝野晶子まで～』
恋とはなんでしょうか？私たち日本人は、今までどんな恋をして、そ
の恋を文学においてどのように表現してきたのでしょうか。また、西洋
文学における恋とは、どのように異なるのでしょうか。そんなことを文
学史に残る有名な作品を読みながら、考えてみませんか。
講師に白百合女子大学教授である井上隆史さんをお招きします。ぜひ、
ご参加下さい。
【日時】10月20日（土）午後2時～4時
【会場】中央図書館　地下　視聴覚ホール
【講師】白百合女子大学教授 井上隆史
【定員】60名　【費用】無料
【申込】当日、直接会場へ。（先着順となります。）

区立図書館では、さまざまな催し物を開催しています。

詳細については10月11日の「広報すぎなみ」をご覧いた

だくか、最寄りの図書館へお問合せ下さい。

10月30日から11月6日は
読書週間です。

教育委員会の動き 19年6月～8月

井上隆史氏

奥に見えるのは壁面緑化。
和泉小はまさに「グリー
ン」なんです。

真夏の一大事業を成功に収めた男たち。

中央右が秋山さん、左が桜井さん。

「ミニコンサート」は、観客をも巻き込む「大

コンサート」となったのでした。

―――――――――――――　●　―――――――――――――

夏夏、、

昭和23年に開校し、長い歴史と伝統を持

つ松溪中学校は、来年度より校舎全面改築

工事が始まります。

今の校舎が迎える最後の夏の思い出とし

て、保護者やＰＴＡ、そして地域の方々の

協力で「夕涼み会」を行いました。夏休み

に行うお祭りは、今回が初めての試みで、

ヨーヨーすくい・かき氷・駄菓子などのコ

ーナーが並び、子どもたちも大喜び。今の校舎がなくなってしまうというちょっ

ぴり寂しい気持ちもありますが、最後には、感謝の気持ちを込めて「ありがとう

ございました！！」と校舎にむかって元気よく全員であいさつをし、みんなで楽

しい時間を過ごすことができました。

平成22年度に新しく誕生する松溪中学校は、この地域が持つ特性や学校施設

に対する想いを大事にしながら、今まで以上に愛され育まれていく素晴らしい学

校になることでしょう。（8/25）

たくさんの思い出がつまった校舎を背に

浴衣や甚平姿で花火を楽しむ子どもたち。


